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市民の愛の活動で

青少年に自立と希望を

11月は全国青少年

健全育成強調月間
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訪
ね
、
そ
の
歴
史
や
い
わ
れ
を
学
び
版
画
に
表
現
す
る
と
い
う
丹
念
な
作
業
を
通
じ
て

「
宇
治
百
景
」
を
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仕
事
や
家
事
の
合
間
を
縫
っ
て
「
彫
る
手
ご
た
え
が
た

ま
ら
な
い
」
と
創
り
出
す
喜
び
を
生
活

の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
サ
ー
ク
ル
員
で
す
。
文
化
と
は
特
別
な
も
の
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
日
常
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生
活

の
中
で
の
創
造
す
る
努
力
や
工
夫
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

例
会
は
友
と
版
木
を
刻
む
充
実
し
た
ひ
と
と
き
（
宇
治
市
公
民
館
で
）

宇治百景砲彫る

版画サフクル

版
画
サ
ー
ク
ル
が
「
宇
治
百
景
」

に
取
り
組
み
は
じ
め
て
一
年
半
。

県
祭
や
宇
治
神
社
の
薪
能
、
花
火

大
会
な
ど
の
年
中
行
事
や
、
平
等

院
、
三
室
戸
寺
、
万
福
寺
な
ど
の

有
名
社
寺
、
こ
れ
か
ら
変
容
す
る

国
鉄
木
幡
駅
や
新
田
駅
な
ど
五
十

点
今
資
か
仕
上
り
、
今
は
宇
治

十
帖
に
取
り
か
か
ら
れ
て
い
未
1
。

こ
の
「
宇
治
百
景
」
制
作
は
三

年
が
か
り
の
計
画
で
、
完
成
後
は

短
い
文
章
を
加
え
て
「
宇
治
の
風

土
記
」
に
ま
と
め
て
み
た
い
と
い

う
大
き
な
試
み
。

こ
れ
に
は
、
先
に
二
年
半
か
け

て
完
成
し
た
平
等
院
の
鳳
凰
堂
内

に
飾
ら
れ
て
い
る
雲
中
供
養
菩
薩

像
（
五
十
二
体
）
の
版
画
絵
は
が

き
を
生
み
出
し
た
経
験
と
満
足
感

が
支
え
と
な
っ
て
い
る
の
で
し
よ

百
景
の
取
材
は
、
休
日
に
サ
ー

ク
ル
員
が
連
れ
立
っ
て
訪
ず
れ
、

写
真
や
ス
ヶ
″
チ
に
納
め
ま
す
。

宇
治
に
暮
ゝ
ヒ
、
い
つ
で
も
行
け

る
と
い
之
鐙
さ
で
置
き
去
り
に

し
て
い
た
風
景
な
ど
の
よ
さ
を
実

感
し
た
り
、
め
っ
た
に
見
島
な

い
秘
像
と
出
会
え
た
り
、
ふ
る
さ

と
宇
治
奎
見
直
す
機
会
に
な
っ
て

い
る
ぶ
つ
で
す
。

喜
び
は
、
友
と

の
共
同
制
作

版
画
サ
ー
ク
ル
が
で
き
て
五
年
、

現
在
の
会
員
は
九
人
で
、
主
婦
と

会
社
員
、
平
均
年
齢
四
十
歳
す
ぎ

の
み
な
さ
ん
で
す
。
月
二
回
第
一
、

第
三
木
曜
日
の
午
後
七
時
か
ら
九

時
ま
で
宇
治
市
公
民
館
に
集
ま
り
、

版
木
を
彫
っ
た
り
、
刷
り
上
げ
ま

す
。
し
か
し
最
近
は
、
指
導
を
い

た
だ
く
大
久
保
小
教
諭
で
あ
っ
た

荒
田
先
生
が
府
総
合
教
育
セ
ン
タ

ー
の
研
究
主
事
に
な
ら
れ
て
多
忙

趣
味
を
と
お
し
て
、
共
通
の
話

が
で
き
る
友
と
、
共
同
の
大
作
を

仕
上
げ
る
喜
び
が
サ
ー
ク
ル
活
動

を
支
え
て
い
る
ぷ
つ
で
す
。

無
数
に
育
つ

自
主
サ
ー
ク
ル

Ｉ
の
研
究
主
事
に
な
ら
れ
て
多
忙
。
私
た
ち
は
文
化
を
芸
術
と
結
び
ヽ
ヽ

で
あ
っ
た
り
、
会
員
の
参
加
が
四
、
つ
け
て
星
活
の
余
暇
に
楽
し
む

五
人
の
と
き
も
あ
る
と
い
い
ま
す
。
高
尚
な
趣
汗
と
決
め
て
い
な
い

難
ぼ

は
サ
ー
ク
ル
で
す
と
宣
言
し
て
出

ま
す
」
と
代
表
の
神
山
さ
ん
。
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で
し
よ
シ
か
。
文
化
と
は
、
決
し

て
日
常
生
活
か
ら
遊
離
し
た
も
の

で
は
な
く
、
人
間
が
造
臼
上
げ
て

き
た
生
活
の
仕
方
そ
の
も
の
と
言

う
べ
き
も
の
。
こ
や
し
た
考
え
に

立
っ
て
、
あ
な
た
も
気
軽
に
、
生

活
を
よ
り
豊
か
に
す
る
創
造
的
な

活
動
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

い
ま
宇
治
市
の
中
で
、
市
民
に

よ
る
文
化
活
動
は
、
各
地
域
の
婦

人
団
体
や
、
小
・
中
学
校
の
育
友

会
や
公
民
館
の
各
講
座
か
ら
生
ま

れ
た
無
数
の
自
主
的
サ
ー
ク
ル
に

よ
っ
て
担
わ
れ
、
育
て
ら
元
て
い
・

ま
す
。

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
支

え
る
た
め
、
指
導
者
の
育
成
や
市

民
文
化
団
体
の
育
成
、
そ
し
て
活

動
発
表
の
場
や
芸
術
鑑
賞
の
場
と

し
て
、
昭
和
五
十
九
年
八
月
に
完

成
予
定
の
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
の

建
設
な
ど
に
力
を
入
れ
て
い
こ
う

と
し
て
い
ま
す
。

生
活
の
中
に
文
化
活
動
を

会

員

の

ひ

と

こ

と

秋の市民文化

祭11月3日・6日・7日
11月3日・6日・7日

第30回秋の市

民文化祭

第30回秋の市民

文化祭
11月

6日・

7日無料拝観

券
平等院

庭園　

黄檗山

万福寺

平等院庭園　黄

檗山万福寺無料

拝観券

文化祭実行委員会文化祭実行委員会
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院庭

園　

黄檗

山万

福寺
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て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
宇
治
茶
し
た
が
っ
て
近
世
の
諸
侯
は
、
・
泳
ん
で
い
た
ぷ
7
だ
が
、
幕
府

幻
と
言
え
ば
礒
茶
（
抹
茶
）
の
こ
す
べ
て
宇
治
茶
師
と
笥
か
の
～
設
立
の
こ
ろ
は
、
二
代
将
庫
秀

四
・
と
で
あ
っ
た
。
周
知
の
よ
う
に
取
引
関
係
を
も
た
ね
ば
な
ら
な
上
劣
茶
の
師
で
あ
っ
た
古
日
敵

ぽ
そ
の
抹
茶
を
用
い
る
茶
の
湯
は
か
っ
た
。
づ
ま
雅
宇
治
茶
は
、
上
部
正
重
然
が
こ
れ
に
当
た
ふ
、
｛

千
利
休
な
ど
に
よ
っ
て
大
成
き
磁
年
日
本
全
国
の
い
ず
れ
の
地
・
そ
の
後
は
小
堀
遠
江
守
政
一
が

。
’
れ
て
い
た
が
、
家
康
が
開
い
た
・
方
に
も
、
城
や
陣
屋
が
あ
っ
て
・
そ
の
任
に
あ
っ
た
と
い
う
。
ノ

関
ヶ
原
の
合
戦
が
東
軍
の
圧
江
戸
幕
府
は
、
そ
の
茶
の
湯
を
殿
様
鴛
呼
ば
れ
る
武
士
が
居
る
・
い
ず
れ
も
有
名
な
不

勝
に
終
っ
て
、
徳
川
家
康
に
よ
武
家
の
礼
法
の
一
つ
に
取
り
人
こ
ご
こ
ろ
に
は
、
例
外
な
く
運
ば
で
あ
る
が
、
古
田
織
聚

る
天
下
の
支
配
が
始
ま
っ
た
と

‘
・
’
れ
た
。
柳
営
茶
道
と
呼
ぶ
も
の
。
・
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
は
幕
府
創
設
期
で
あ
り
、

き
、
全
国
の
人
々
は
新
し
い
時

代
の
訪
れ
を
、
は
っ
き
り
と
知

っ
た
。
俗
に
磁
川
三
百
尹

と
い
う
近
世
封
建
社
会
の
誕
生

で
あ
る
。

宇
治
茶
栗
の
展
開

時
代
は
変
っ
て
も
、
す
で
に
が
そ
れ
で
、
こ
こ
に
武
家
風
の
」
前
回
ま
で
に
説
か
れ
た
ぶ
つ
・

日
本
一
の
も
の
と
な
っ
て
い
た
茶
の
湯
が
諸
国
の
武
士
の
な
か
‘
に
、
武
家
社
会
の
頂
点
に
位
置

宇
治
茶
の
価
値
は
、
す
こ
レ
七
に
ひ
ろ
ま
っ
て
い
く
。
す
る
江
戸
幕
府
は
、
茶
ど
こ
ろ

変
ら
な
か
っ
た
。
と
言
う
よ
り
す
な
わ
ち
、
近
世
の
上
層
武

1
1
1
＼
宇
治
を
天
領
と
し
、
茶
師
上
林

が
そ
れ
で
、
こ
こ
に
武
家
風
の
」

変
ら
な
か
っ
た
。
と
言
う
よ
り
す
な
わ
ち
、
近
世
の
上
層
武

1
1
1

＼
宇
治
を
天
領
と
し
、
茶
師
上
林

も
、
宇
治
茶
の
価
値
は
、
新
し
士
は
、
茶
を
好
む
と
好
ま
ざ
る
上
家
の
代
官
か
追
認
し
た
が
ヽ
一

い
時
代
の
到
来
に
よ
っ
て
一
層
に
関
わ
り
な
く
、
す
べ
て
が
抹
一
・
方
で
は
茶
の
需
要
者
と
し
て
の

高
ま
っ
た
と
言
う
ほ
ヶ
が
正
し
茶
を
喫
す
る
作
法
＝
柳
営
茶
道
一
立
場
か
ら
、
茶
に
通
じ
た
大
名

χ
！
Ｉ
1
し
’
ｔ
ｘ
ｏ
9
’
ｉ
3
1
ｓ
Ｆ
／
ｓ
‘
一
ｃ
｀
χ
Ｉ
ノ
ー
ご
ｔ
ｕ
ｒ
4
ｉ
・
／
｀
ｐ
ａ
！
Ｊ
Ｉ
ノ
’
．
ｓ
ｉ
ｔ
‘
ｔ
ｊ
ｉ
Ｑ
1
ベ
ノ

い
か
も
知
れ
な
い
。

当
時
は
ま
だ
、
現
在
の
よ
ｙ
つ

な
玉
露
や
煎
茶
は
作
り
出
さ
れ

を
習
得
し
、
社
交
の
手
段
と
し
Ｉ

て
、
宇
治
茶
盈
字
2
余
の
湯
を
一

行
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
Ｊ

か
選
抜
し
て
、
礁
茶
の
良
否
の

検
分
や
茶
師
の
指
導
に
当
た
ら

せ
た
。
こ
れ
を
御
茶
吟
味
役
と

5
千
人
が
訪
れ
る
暮
ら
し
を
見
直
し
た
3
日
間

▲合成着色料の検出実験

十
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
五

日
の
三
日
間
、
レ
イ
ン
ボ
ー
プ

ラ
ザ
西
友
ス
ト
ア
ト
宇
治
店
で

第
三
回
宇
治
市
消
費
生
活
展
が
・

開
催
。
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
関

係
す
る
催
し
だ
け
に
約
五
千
人

の
市
民
が
お
と
ず
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
消
費
生
活
モ
ニ

タ
ー
が
身
近
な
テ
ー
マ
を
グ
ル

ー
プ
研
究
に
取
び
上
げ
発
表
。

ま
た
、
各
消
費
者
団
体
は
日
ご

ろ
取
り
組
ん
で
い
る
研
究
の
成

果
を
パ
ネ
ル
展
示
。
食
品
添
加

物
の
合
成
着
色
料
の
検
出
実
験
、

手
づ
く
り
食
品
の
紹
介
や
消
費

生
活
相
談
な
芦
盛
り
だ
ぐ
さ
ん

の
内
容
で
し
た
。

受
身
の
立
場
か
ら
自
主
的
に

考
え
、
選
択
す
る
消
費
者
と
な

る
た
め
に
役
立
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
シ
か
。

遠
州
の
時
期
は
徳
川
政
権
が
確

固
と
し
た
基
晋
筝
示
た
め
、
世

に
知
ら
れ
る
御
蚕
｀
道
中
の
制

度
が
発
足
す
る
な
ど
、
宇
治
茶

業
界
と
幕
府
の
取
引
形
態
が
定

ま
っ
て
い
く
時
代
で
あ
る
。
。

古
田
織
部
が
、
そ
の
こ
る
耕

し
ぐ
考
案
さ
れ
た
『
湯
び
き
』

製
法
（
茶
の
生
葉
か
蒸
さ
ず
に

茄
で
て
か
謡
驚
ヂ
る
方
法
）
・
。

公民館のおしらせ

○宇治市公民館…宇治里尻71の9

（Ｓ＠2804）

○宇治市木幡公民館…木幡内畑34

の7（Ｓ＠8290）

○宇治市小倉公民館…小倉町寺内〕

＋91（豊図4687）‥‥‥‥‥‥‥

児
童
文
学

講
習
会

美
し
い
絵
本
は
子
ど
’
い
）
の
夢
、

そ
し
て
大
人
の
ロ
マ
ン
で
す
。
絵

本
の
歴
史
か
萩
の
ひ
と
と
き
、
ご

一
諸
に
ひ
も
と
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

宇
治
市
公
民
館
と
児
童
文
学
サ

ー
ク
ル
の
共
催
で
児
童
文
学
講
演

会
を
開
者
示
ｙ
。

マ
と
き
…
1
1
月
1
3
日
出
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▽
と
こ
ろ
・
：
宇
治
市

公
民
館
▽
テ
ー
マ
・
：
絵
本
の
夜
明

け
▽
講
師
…
梅
花
女
子
大
学
助
教

授
・
石
沢
小
枝
子
さ
ん
▽
申
込
み

を
採
択
し
、
色
彩
心
ざ
や
か
な

青
茶
を
作
ら
せ
た
と
言
い
、
小

堀
遠
州
が
古
来
の
製
法
の
礒
茶

に
Ｊ
訟
ｒ
新
製
法
の
青
茶
に

Ｊ
竪
戸
の
茶
銘
か
付
け
た
と

伝
え
ら
元
る
ぶ
つ
に
、
彼
ら
は

そ
の
御
茶
吟
味
役
の
つ
と
め
を

・
・
当
日
、
直
接
会
場
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
▽
保
育
・
：
2
歳
以
上
の
子

μ
も
1
5
人
を
保
育
し
ま
ず
。
希
望

の
人
は
、
往
復
は
が
き
に
「
児
童
文

学
講
演
会
保
育
希
望
」
と
明
記
し
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
幼
児

名
、
性
別
、
生
年
月
日
を
書
い
て
、

上
田
恵
子
さ
ん
（
木
幡
北
畠
4
2
－

7
≫
⑩
1
0
6
5
4
）
へ
。
1
1
月

8
日
ま
で
必
着
の
こ
と
（
多
数
の

場
合
は
抽
せ
ん
）
、
お
や
つ
代
と

し
て
五
十
円
か
必
要
で
す
。

☆

年
賀
状
づ
く
り
教
室

～
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
～

年
賀
状
を
版
画
（
シ
ル
ク
ス
ク

リ
ー
ン
）
で
っ
く
り
ま
し
ょ
う
。

▽
日
程
：
ｎ
月
1
8
日
㈹
＝
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
下
絵
づ
く
り
、

1
1
月
2
5
日
團
よ

困
＝
刷
り
▽
時
間
・
：
午
後
7
時
～

9
時
マ
と
こ
ろ
…
宇
治
市
公
民
館

▽
指
導
・
・
・
版
画
サ
ー
ク
ル
▽
対
象

・
：
3
日
間
と
も
参
加
で
き
る
市
民

（
小
学
校
5
年
生
以
上
で
、
小
・

中
学
生
は
保
護
者
同
伴
に
限
る
）

立
派
に
果
た
し
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
シ
し
て
宇
治
茶
業
界
と
江

戸
幕
府
は
深
く
結
ば
れ
、
折
か

ら
の
柳
営
茶
道
の
全
国
諸
藩
へ

の
普
及
も
あ
っ
て
、
宇
治
茶
は

一
層
の
発
展
・
飛
躍
を
と
げ
て

い
く
。

（
歴
史
資
料
室
）

御茶吟味役であったレ犬

古田織部の書状（上林記念館蔵）

定
員
・
・
・
2
5
人
（
先
着
順
）
▽
材
料

費
…
千
二
百
円
▽
申
込
み
・
・
・
往
復

は
が
き
に
「
年
賀
状
づ
く
臼
教
室
」

希
望
と
明
記
し
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
（
児
童
は
学
年
）
、
電
話
番
号

を
書
い
て
Ｈ
月
1
3
日
ま
で
に
宇
治

市
公
民
館
で
す
。

☆

若
い
ミ
セ
ス
の
教
室

社
会
状
況
の
変
化
に
伴
い
女
性

の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
梨
ハ
き
ぐ
変

化
し
て
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

よ
ひ
豊
か
な
女
性
の
牟
百
方
を
考

京
都
府
計
量
検
定
所
で
は
、
業

務
に
使
用
す
る
ば
か
り
の
定
期
検

査
か
行
い
未
了
。

業
務
用
は
か
り
は
、
検
査
か
受

け
な
い
と
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で

必
で
堅
荼
受
け
て
く
だ
さ
い
。

検
査
に
は
、
霧
質
と
印
鑑
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
な
お
今
回
、
電

気
式
は
か
り
に
つ
い
て
は
、
機
種

に
よ
っ
て
検
査
の
方
法
が
違
い
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
商
工
観
光
課
へ
。

〈
検
査
日
程
〉

一
1
1
月
8
日
叩
：
東
宇
治
中
学
校

一
Ｈ
月
9
日
㈹
・
：
宇
治
シ
ョ
″
プ

セ
ン
タ
ー

・
：
＝
！
月
1
0
日
中
：
小
倉
小
学
校

一
1
1
月
1
1
日
團
：
大
久
保
小
学
校

・
‥
1
1
月
1
5
日
囲
、
1
6
日
㈹
…
宇
治

市
役
所
△

時
間
は
い
ず
れ
も
午
煎
…
…
一
時
か

ら
午
後
3
時
ま
で
。

゛
（
商
工
観
光
課
）

ス
ポ
ー
ツ

ひ
ろ
ば
デ
ー

1
1
月
3
日
田
、
ス
ポ
ー
ツ
ひ

ろ
ば
デ
ー
と
し
て
、
市
内
各
地

域
で
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば
を
開
き

ま
す
。

▼
木
幡
中
学
校
…
卓
球
、
午

前
1
0
時
～
正
午
ｖ
尾
道
第
二
小

学
校
＝
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
午
前

1
0
時
～
正
午
ｖ
神
明
小
学
校
・
：

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
卓
球
、
午
後

1
時
半
～
3
時
半
▼
南
宇
治
中

学
校
…
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
午
後

1
時
半
～
3
時
半
▼
黄
柴
公
園

コ
ー
ト
…
テ
ニ
ス
、
午
後
1
時

半
～
3
時
半
▼
依
昌
小
学
佼
・
・
・

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
午
後
1
時
半

～
3
時
半
。
吊
民
体
育
課
）

府
民
体
力
づ
く
り

（
ト
リ
ム
）
大
会

Ｖ
と
き
…
Ｈ
月
7
日
間
、
午

一
前
9
時
か
ら
午
後
3
時
ｙ
と
こ

一
小
学
校
体
育
館

参
加
費
・
：
い
ず

’
－
リ
ン
グ
大
会

▼
ク
ラ
ス
と
コ
ー
ス
距
離
・
・
・

個
人
（
中
学
生
以
上
）
＝
七
～
八

♂
、
団
体
＝
家
族
グ
ル
ー
プ
四

上
ハ
ベ
ー
般
グ
ル
ー
プ
（
中

学
生
以
占
五
⊥
ハ
♂
、
ジ
ュ

ニ
ア
グ
ル
ー
プ
（
小
学
生
だ
け
）

三
～
四
Ｊ
▼
競
技
形
式
…
団
体
、

個
人
と
も
ポ
イ
ン
ト
Ｏ
Ｌ
▼
持

一
」

勁
斜
影
訂

一
．
ｉ
等
。
コ
ン
パ
ス
は
用
意
し
ま
す
。

スポーツで

▼
参
加
資
格
…
6
0
歳
以
上
の

人
―
人
以
内
で
編
成
さ
れ
た
チ

ー
ム
（
当
日
の
参
加
申
込
み
は

不
可
）

〈
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
部
〉

◇
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
、
フ
リ
ー
テ

ニ
ス
、
輪
な
げ
◇
ダ
ン
ス
大
会

（
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
、
ス
ポ
ー

ツ
ダ
ン
ス
）
◇
伝
承
あ
そ
び
（
竹

馬
つ
く
り
な
ど
）

吊
民
体
育
課
）

第
1
回

宇
治
市
小
学
校

陸
上
運
動
交
歓
会

学
校
体
育
の
発
展
と
小
学
校

児
童
の
体
力
、
基
礎
的
運
動
能

力
の
向
上
を
目
的
に
、
第
1
回

陸
上
運
動
交
歓
会
を
開
き
ま
す
。

▼
と
き
：
1
1
月
1
4
日
⑧
、
午

前
1
0
時
か
ら
午
後
3
時
▼
と
こ

ろ
＝
太
陽
が
丘
（
陸
上
競
技
場
）

競
技
種
目
：
一
百
肩
走
、
八
百
μ

走
、
走
幅
跳
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

投
、
四
百
μ
リ
レ
ー
、
そ
の
他

団
体
競
技
▼
参
加
資
格
…
宇
治

市
立
小
学
校
在
校
の
6
年
生
。

（
学
校
教
育
課
）

第
2
回
宇
治

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

ｖ
と
き
・
・
・
Ｈ
月
2
8
日
面
、
午

前
8
時
受
付
▼
受
付
場
所
：
太

陽
が
丘
第
2
競
技
場
▼
コ
ー
ス

・
・
・
太
陽
が
丘
周
辺
コ
ト
ス
▼

ク
ラ
ス
と
距
離
：
半
～
上
股

男
子
、
五
Ｉ
三
般
男
子
、
高
校

生
男
子
、
中
学
生
男
子
、
一
言

上
般
女
子
、
高
校
生
女
子
、

中
学
生
女
子
、
一
ｊ
＝
小
学
生

男
子
・
女
子
▼
参
加
費
…
小
・

中
学
生
三
百
円
、
高
校
生
五
百

円
、
一
般
七
百
円
▼
申
込
み
・
・
・

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

出
場
ク
ラ
ス
、
電
話
番
号
寺
記

入
し
て
、
宇
治
市
体
育
協
会
（

五
ヶ
庄
三
番
割
官
有
地
）
へ
、

1
1
一
月
1
5
日
ま
で
必
着
の
こ
と
。

吊
民
体
育
課
）

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

指
導
者
養
成
講
習
会

▼
と
き
：
1
1
月
2
0
日
出
、
2
1

日
間
、
員
曼
日
廊
か
ら
1
2
月

2
4
日
倒
の
毎
週
火
・
金
、
5
8
年

1
月
1
8
日
㈹
、
2
1
日
宙
の
1
3
日

間
、
㈹
・
宙
は
午
後
7
時
か

ら
、
出
は
午
後
2
時
か
ら
、
㈲

は
午
前
1
0
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
・
・

市
民
会
館
ほ
か
▼
参
加
費
…
千

二
百
円
（
テ
キ
ス
ト
、
材
料
代

含
む
）
▼
定
員
、
対
象
・
・
3
0
人
、

学
校
・
職
場
・
サ
ー
ク
ル
な
ど

で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
指
導

者
と
し
て
活
動
し
て
い
る
人
、

ま
た
は
こ
れ
か
ら
し
よ
う
と
す

る
人
▼
申
込
み
：
1
1
月
1
5
日
ま

で
に
市
民
体
育
課
へ
。吊

民
体
育
課
）

城
南
高
校

体
育
施
設
開
放

▼
と
き
＝
1
1
月
2
8
日
㈲
、
1
2

月
1
2
日
面
、
い
ず
れ
も
午
前
9

時
～
正
午
と
午
後
1
時
～
4
時

▼
開
放
施
設
・
：
屋
外
運
動
場
、

バ
レ
ー
マ
ー
ト
▼
利
用
方
法
…

城
南
高
校
内
の
学
校
開
放
運
営

委
員
会
に
登
録
し
て
あ
る
団
体

▼
問
い
合
わ
ヤ
・
・
府
立
城
南
高

校
（
豊
⑥
－
6
1
6
5
）
へ
。

吊
民
体
育
課
）

116

え
合
つ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
程
と
講
師
・
：
左
表
▽
時
間

午
前
1
0
時
～
正
午
▽
と
こ
ろ
：
小

倉
公
民
館
▽
対
象
…
若
い
ミ
セ
ス

▽
定
員
・
・
・
3
0
人
（
先
着
順
）
▽
申

込
み
・
：
電
話
で
小
倉
公
民
館
へ
▽

保
育
・
＝
2
歳
以
上
の
子
μ
Ｅ
）
を
保

育
し
ま
す
。
’
受
講
申
込
み
の
と
き

に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
お
や
つ

代
と
し
て
一
人
三
百
五
十
円
か
必

要
で
す
。

若いミセスの教室

月日 テーマ 予定講師

1 11／8叩
開講式ライフサイクルの

変化と女性の生き方

宇治市小倉公民館大西義親館長

大阪成渓女子短川大学服部範子さん

2
11／16

肉

高齢化社会の意味

するもの

京都府高齢者福祉

課吉田三枝子課長

3
11／22

卯

私のライフサイ刀レ

について 大阪成蹊女子短期

大学

服部範子さん

4
11／29

バ川

生活時間の実態から

家庭生ｉＳ，を考える

5 12／6肉婦人の学習
枚方市委嘱婦人学級

由利洋子さん

6
12／14

（・幻
女の老後を考える 未定

7
12／21

（■≫
学習のまとめ 小倉公民館職員

宇
治
市
史

の
窓

汗ながそう

は
か
り
の

定
期
検
査

宇治

市消

費生

活展
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青
少
年
に
自
立
と
希
望
を

現
代
の
大
入
社
会
や
、
家
庭
の
帝

り
方
に
も
問
題
が
あ
る
こ
と
が
強
、

調
さ
れ
て
い
毒
司

従
来
の
青
少
年
問
題
が
、
反
社

会
的
行
為
な
ど
王
に
目
に
見
え
る

非
行
で
あ
っ
た
の
に
対
し
最
近
の

傾
向
は
、
内
に
向
け
卵
れ
た
非
社

会
的
行
為
酋
閉
・
神
経
症
・
う

つ
・
登
校
拒
否
・
家
庭
内
暴
力
・

自
殺
等
）
の
目
に
見
え
な
い
非
行

が
、
急
速
に
増
加
し
て
い
る
の
が

特
徴
で
す
。

青
少
年
が
大
人
社
会
臨
呑
も

の
は
、
滅
等
や
私
た
ち
の
こ
と

を
、
本
当
に
知
っ
て
ほ
し
吋
、

す
な
わ
ち
、
大
人
の
豊
か
な
愛
情

と
積
極
的
な
理
解
あ
る
態
度
で
は

な
い
で
し
よ
シ
か
。
。

次
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全
な

成
長
発
達
は
、
す
べ
て
の
市
民
の

「
中
学
生
の
主
張
」

大
会
な
ど
開
催

宇
治
市
青
少
年
健
全
育
成
協
議

会
や
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
期

間
中
に
関
係
団
体
の
協
力
か
得
て
、

第
「
回
「
中
学
生
の
主
張
」
大
会

を
は
い
応
、
「
健
全
育
戌
推
進
大

会
」
な
ど
の
行
事
に
取
り
組
み
ま

す
。
・
み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
参

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か

検
察
審
査
会

Ｖ
検
察
審
査
会
と
は

十
一
月
は
、
全
国
青
少
年
健
全
願
い
で
あ
り
、
社
会
的
課
題
で
も
「
交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し

育
成
強
調
月
間
で
す
。
あ
り
ま
す
。
家
庭
で
学
校
で
、
そ
な
ど
、
犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
た
の

今
日
の
青
少
年
問
題
は
、
青
少
し
て
地
域
で
青
少
年
が
心
身
と
も
に
、
検
察
官
が
犯
人
を
裁
判
に
か

年
自
身
の
役
割
と
責
任
の
問
題
も

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、

に
豊
か
に
育
つ
活
動
を
、
み
ん
な

の
協
力
で
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

公
民
館
で
は

今
回
は
、
公
民
館
活
動
の
中

で
の
文
化
活
動
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

6
0
サ
ー
ク
ル
が

創
作
や
学
習
に

市
内
の
三
つ
の
公
民
館
を
活

動
の
拠
点
と
し
て
い
る
サ
ー
ク

ル
は
約
六
十
あ
り
康
司
そ
れ

を
二
つ
に
分
類
す
る
と
、
手
芸
、

絵
画
、
版
画
等
の
創
作
活
動
を

中
に
心
と
し
た
実
技
サ
Ｌ

一
方
は
婦
人
問
題
、
公
害
問
題
、

老
後
問
題
、
幼
児
教
育
、
文
学

等
の
学
習
サ
ー
ク
ル
で
す
。

こ
れ
ら
の
サ
ー
ク
ル
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
趣
旨
に
添
っ
て
日
常

的
に
学
習
を
積

み
重
ね
て
い
ま

す
。
・
学
習
の
成

果
の
一
端
と
し

て
、
「
平
等
院

雲
中
供
養
仏
五
十
二
体
版
画
」
、

ス
ラ
イ
ド
映
画
「
宇
治
の
道
標
」
、

「
源
氏
物
Ｅ
學
治
十
帖
」
、
各
種

の
学
習
記
録
誌
や
研
究
誌
の
刊

加
を
お
願
い
し
ま
1
。

▽
街
頭
啓
発
・
：
1
1
月
7
日
㈲
、
午

後
1
時
～
3
時
、
市
内
各
所
で

▽
第
1
回
宇
治
市
「
中
学
生
の
主

張
」
大
会
＝
1
1
月
1
3
日
出
、
午

後
1
時
半
～
4
時
、
南
宇
治
中

学
校
体
育
館
で
。

マ
宇
治
市
青
少
年
健
全
育
成
推
進

大
会
：
1
2
月
5
日
間
、
午
後
1

時
～
4
時
、
木
幡
公
民
館
で
。

（
青
少
年
対
策
室
）

。。▼ＣＯ

察ど制官ん度

がな＝が事仕・あ

件事りをを

＊ａ－＾才

訴る゜しの

なかか‥

つ
た
こ
と
の
よ
し
あ
し
を
慎
重
に

審
査
す
る
の
が
主
な
仕
事
で
す
。

し
か
し
、
審
査
員
は
法
律
の
専
門

知
識
な
ど
必
要
で
は
な
く
、
一
般

の
健
全
な
常
識
を
備
え
て
い
れ
ば

十
分
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
検
察
審
査
員
の
選
び
方

宇
治
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は

十
一
月
十
一
日
に
選
挙
人
名
簿
を

基
に
く
じ
で
選
び
毒
了
。

動
に
呼
び
こ
ん
だ
り
し
て
、
公

民
館
を
拠
点
と
し
た
サ
ー
ク
ル

活
動
の
輪
を
大
き
ぐ
し
て
い
こ
。

う
と
い
う
も
の
で
す
。

小
倉
公
民
館
、
木
幡
公
民
館

で
は
公
民
館
ま
つ
り
」
と
言

い
、
宇
治
市
公
民
館
で
は
「
サ

ー
ク
ル
活
動
発
表
会
」
と
し
て
、

年
々
内
容
も
充
実
。
参
加
者
も

ま
た
、
子
ど

も
た
ち
に
夢
を

与
え
る
人
形
劇

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
や
、
企
画
展

（
「
雲
中
供
養
仏

展
」
「
宇
治
の
道

標
展
」
「
宇
治
の

印
象
展
」
）
な
ど

行
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

年
々
充
実
す
る

公
民
館
ま
つ
り

公
民
館
ま
っ
り
は
、
公
民
館

に
集
う
市
民
の
お
ま
っ
り
で
す
。

日
頃
の
学
習
の
成
果
か
互
い
に

紹
介
し
あ
っ
て
交
流
を
深
め
た

り
、
新
し
い
人
を
サ
Ｌ

増
え
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
文
化
活
動
と
し
て
、

宇
治
市
公
民
館
で
は
、
毎
年
市

民
音
楽
会
を
開
き
、
今
年
で
第

二
十
一
回
瓜
迎
え
ま
す
。
昨
缶
△

の
音
楽
会
に
は
、
延
べ
九
百
人

の
出
演
者
と
延
べ
千
八
百
人
の

鑑
賞
者
が
あ
り
、
年
々
大
規
模

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

が
開
か
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
小
倉
公
民
館
で
は
、
サ

ー
ク
ル
と
共
催
し
た
「
第
一
回

花
と
み
ど
り
か
薬
し
む
園
芸
植

物
展
」
「
菊
花
展
」
な
ど
が
行
わ

れ
て
い
毒
司

公
民
館
で
の
日
常
的
・
継
続

的
な
小
さ
な
文
化
活
動
が
、
互

選
ば
れ
た
検
察
査
査
員
は
、
老

齢
者
や
学
生
な
ど
法
律
で
認
め
ら

れ
た
場
合
以
外
は
辞
退
で
き
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
が
検
察
審
査
員
に
選
ば

れ
た
と
き
は
、
検
察
審
査
会
の
役

割
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
進
ん
で

務
め
を
果
た
し
て
い
た
だ
き
ま
す

ぶ
つ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

（
選
挙
管
理
委
員
会
）

税
金
な
ん
で
も
相
談

今
月
十
一
日
か
ら
「
税
を
知
る

週
間
」
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
税
務

署
と
府
と
市
で
は
、
税
に
つ
い
て

の
疑
問
や
質
問
に
こ
た
え
ふ
っ
と

『
税
金
な
ん
で
も
相
談
』
を
開
き

ま
す
。

土
地
、
建
物
の
売
買
、
相
続
税
、

催
し

市
民
絵
画
展

第
1
0
回
宇
治
市
民
絵
画
展
実
行

委
員
会
で
は
、
市
民
絵
画
展
を
開

き
ま
す
。
あ
な
た
の
作
品
を
、
お

昨年11月）回人形劇フェスティバル第2

い
に
結
父
『
て
大
き
な
文
化

活
動
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
が

宇
治
市
の
文
化
の
レ
ベ
ル
を
押

し
上
げ
て
い
く
こ
と
に
な
る
と

思
い
康
司

あ
な
た
も
、
是
非
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

贈
与
税
な
ど
節
税
の
知
識
や
、
国

税
、
地
方
税
の
悩
み
ご
と
な
ど
の

ご
相
談
に
ら
じ
ま
す
。
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
Ａ
1
1
月
1
1
一
日
俐
、
午
前

1
0
時
～
午
後
4
時
▼
と
こ
ろ
・
：
宇

治
商
工
会
議
所
2
階
会
議
室
。

な
お
、
。
税
理
土
会
宇
治
支
部
で

も
、
無
料
相
談
を
開
き
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ
…
1
1
月
1
1
日

俐
＝
西
友
ス
ト
ア
ー
宇
治
唐
示

倉
町
）
、
1
6
日
㈹
＝
イ
ズ
ミ
ヤ
大
久

保
店
で
、
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
か

ら
午
後
4
時
。
吊
民
税
課
）

伊
勢
田
警
察
官
派
出
所

が
一
時
移
転

伊
勢
田
警
察
官
派
出
所
は
、
改

気
軽
に
出
品
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
・
1
2
月
2
日
附
～
5
日

㈲
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
市
公
民
館
▼

内
容
…
日
本
画
、
洋
画
、
版
画
▼

大
き
さ
…
8
号
～
7
0
号
▼
形
式
・
：

ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
で
、
批
評
会
を

実
施
▼
点
数
・
＝
―
人
2
点
以
内
▼

出
品
料
：
半
円
▼
資
格
・
＝
市
民
ま

た
は
市
内
に
通
勤
、
通
学
し
て
い

る
人
▼
出
品
受
付
Å
‥
‥
一
月
1
日
川

か
ら
1
9
日
切
ま
で
に
、
市
教
育
委

員
会
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
▼

搬
入
＝
・
1
2
月
1
日
附
、
午
後
1
時

か
ら
6
時
ま
で
に
会
場
へ
▼
搬
入

・
＝
1
2
月
5
日
州
、
午
後
4
時
か
ら

6
時
ま
で
に
。
（
社
会
教
育
課
）

や
ま
ぶ
き
学
級

音
楽
会

心
身
障
害
者
の
学
ぶ
機
会
の
保

障
と
仲
問
つ
く
り
を
め
ざ
す
「
や

ま
ぶ
き
学
級
」
で
は
、
や
ま
ぶ
き

音
楽
会
を
開
き
ま
す
。

築
の
た
め
、
来
年
二
月
十
日
頃
ま

で
開
町
四
四
－
ニ
（
現
在
の
派
出

所
の
東
方
約
二
百
封
）
に
移
転
し

業
務
を
行
つ
て
い
ま
す
。
移
転
先

派
出
所
の
電
話
番
号
は
、
宇
治
驚

察
署
（
ａ
⑩
1
1
1
1
）
経
由
か

直
通
（
豊
＠
2
9
9
1
）
と
な
っ

て
い
毒
丁
。
（
宇
治
警
察
署
）

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン

5
日
か
ら
服
用

十
一
月
五
日
か
ら
ポ
リ
オ
生
ワ

ク
チ
ン
の
服
用
を
行
い
ま
す
。
ポ

リ
オ
（
小
児
マ
ヒ
）
か
ら
子
ど
も

を
守
る
た
め
、
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ

ン
を
飲
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

日
時
、
会
場
、
対
象
な
ど
は
、

保
健
予
防
年
間
日
程
表
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
な
お
、
各
会
場
と
も
駐

ま
で
。
定
員
に
な
り
し
だ
い
、
し

め
切
り
ま
す
。
（
社
会
教
育
課
）

第
3
回
宇
治
橋
通
り

音
楽
祭

宇
治
橋
通
り
歩
行
者
天
国
で
、

生
の
音
楽
祭
薬
し
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
…
1
1
月
7
日
州
、
午
後

1
時
～
3
時
▼
と
こ
ろ
＝
・
宇
治
橋

通
り
二
丁
目
の
京
都
銀
行
宇
治
支

店
前
特
設
野
外
ス
テ
ー
ジ
▼
出
演

・
：
宇
治
ギ
タ
ー
・
マ
ン
ド
リ
ン
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
、
宇
治
市
民
吹
奏
楽

団
他
、
特
別
ゲ
ス
ト
に
立
命
館
大

学
交
響
楽
団
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
。
雨

天
の
場
合
は
中
止
。

（
社
会
教
育
課
）

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト

初
等
講
習
会

‘
エ
ス
ペ
ー
ラ
ン
ト
語
の
講
習
会
を

開
き
ま
す
。

▼
と
き
＝
1
1
月
9
日
出
か
ら
毎

車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
車
で
の

来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

（
保
健
衛
生
課
）

1
1
月
の
献
血

▼
Ｈ
月
1
0
日
中
：
粟
村
金
属
工

業
で
、
午
前
1
0
時
～
正
午
。

▼
1
1
一
月
2
2
日
回
：
府
営
西
大
久

保
団
地
第
3
集
会
所
で
、
午
前
1
0

時
～
正
午
と
午
後
1
時
～
3
時
半
。

（
保
健
衛
生
課
）

犬
・
ね
こ
の
引
取
り

ｙ
と
き
・
：
1
1
月
9
．
日
㈹
▼
と
こ

ろ
・
：
木
幡
公
民
分
館
＝
午
前
1
0
時

4
0
分
、
小
倉
公
民
館
＝
午
前
1
0
時

翼
馴

旦
椋
公
会
堂
‥
ｌ
午
前
1
1
時

宇
治
保
健
所
＝
午
前
一
1
1
時

宇
治
保
健
所
）

京
の
百
景
展

「
京
の
百
景
展
」
南
山
城
の
部

が
、
京
都
府
広
域
文
化
祭
の
一
環

と
し
て
開
か
れ
ま
す
。
府
が
所
蔵

す
る
美
術
作
品
「
京
の
百
景
」
中
、

南
山
城
を
中
に
心
と
し
た
二
十
点
の

作
品
が
展
示
さ
れ
毒
司

▼
と
き
＝
・
Ｈ
月
3
日
固
、
午
前

9
時
半
～
午
後
7
時
と
、
4
日
附

午
前
9
時
～
午
後
3
時
▼
と
こ
ろ

・
・
・
久
御
山
町
中
央
公
民
館
展
示
室
。

（
社
会
教
育
課
）

宇
治
小
学
校

大
先
輩
を
招
く
会

宇
治
小
学
校
で
は
｛
創
立
百
十

周
年
か
迎
え
、
「
宇
治
小
学
校
大

先
輩
を
招
く
会
」
を
開
き
毒
了
。

▼
と
き
Ａ
1
1
月
Ｈ
日
俐
、
午

前
9
時
半
～
午
後
1
時
半
▼
対

象
・
・
・
焉
ｆ
治
地
区
に
在
住
さ
れ
る

6
0
歳
以
上
の
宇
治
小
学
校
出
身
者

▼
と
き
・
・
1
1
月
1
4
日
㈲
、
’
午
後
週
火
曜
日
の
午
後
1
時
半
～
午
後
▼
内
亨
・
学
校
案
内
、
授
業
参
観
、

1
時
～
3
時
▼
と
こ
ろ
＝
太
幡
公
3
時
半
、
午
後
6
時
半
～
午
後
8
歓
迎
行
事
、
給
食
な
ど
▼
申
込
み

民
館
▼
対
象
Ｅ
市
内
在
住
ま
た
は
時
半
の
希
望
の
時
間
帯
で
、
い
ず

市
内
に
勤
務
す
る
心
身
障
害
者
で
、
れ
も
6
ヵ
月
間
Ｖ
と
こ
ろ
＝
・
宇
治

義
務
教
育
を
終
了
し
養
護
学
校
へ
市
公
民
館
二
階
和
室
▼
受
講
料
こ
・

通
学
中
で
な
い
人
Ｖ
定
員
・
＝
3
0
人
月
額
四
百
円
と
テ
キ
ス
ト
代
六
百

▼
参
加
費
・
：
三
百
円
程
度
▼
内
容
円
▼
申
込
み
…
宇
治
エ
ス
ペ
ラ
ン

…
生
の
音
楽
を
聞
い
て
、
楽
し
い
卜
会
の
中
村
日
出
男
さ
ん
（
｀
一
⑩

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
す
▼
申
込
2
0
4
7
）
ま
で
。
’
当
日
会
場
で

み
…
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
も
受
付
け
ま
す
。
（
社
会
教
育
課
）

・
：
町
内
会
等
を
通
じ
て
回
覧
の
甲

込
書
に
ご
記
入
い
た
だ
く
か
、
は

が
き
（
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
卒
業
年
次
、
雨
天
時

の
参
加
の
有
無
を
記
入
）
か
電
話

で
、
宇
治
小
学
校
（
五
ヶ
庄
三
番

割
2
7
、
震
7
0
3
2
番
）
へ
。

（
総
務
課
）

宇
治
半
白

上
杉
理
恵
ち
ゃ
ん

市
教
育
委
員
会
で
は
、
十

一
月
五
日
か
ら
就
学
時
健
康

診
断
を
行
い
ま
す
。

来
年
四
月
か
ら
小
学
校
へ

移
動
図
書
館

理恵ちゃんは4散歩が大好きな

女の子です。いつもお姉ちゃんと

仲よく遊んでいます。

この欄に掲載するお子さん（56

年11月生まれ）を募集しています。

文書広報課へご連絡ください。

入
学
す
る
の
は
、
昭
和
五
十

一
年
四
月
二
日
か
ら
五
十
二

年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
児
童
で
す
。
対
象
と
な
る

子
ど
も
の
保
護
者
の
み
な
さ

ん
に
は
十
一
月
初
め
に
個
人

迦
知
し
毒
了
の
で
、
必
ず
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
期
日
ま
で
に
通
知

が
届
か
な
い
場
合
は
。
教
育

委
員
会
学
校
教
育
課
ま
で
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
学
校
教
育
課
）

（
1
1
月
分
）

〈
市
民
図
書
室
の
休
室
日
〉
1
1
一
月
は
、
毎
週
月
曜
日
と

3
日
㈲
、
2
3
日
固
、
3
0
日
出
で
す
。

2
6
日
1

2
5
日
俐

2
4
日
1

1
9
日
㈲

1
8
日
ｇ

1
6
日
叫

1
2
日
1

Ｈ
日
俐

1
0
日
ｇ

9
日
脚

日

木
幡

岡
屋

東
南
山

広
岡
谷

御
蔵
山

六
地
蔵

黄
巣

南
山

明
星
町

志
津
川

福
角

神
明

奥
広
野

広
野

南
陵
町

伊
勢
田

開
遊
田

地
区

1
4
‥
5
0
～
1
6
一
1
0

3
・
0
4
・
0
Ｉ
｜
3
～
1
・
2

4
・
0
5
・
0
1
・
3
～
―
・
5

1
3
こ
Ｊ
Ｉ
1
4
一
1
0

4
・
0
6
・
0
1
1
4
Ｓ
Ｉ
・
2

3
・
0
4
・
0
1
1
3
～
1
・
2

5
・
0
6
・
0
1
・
Ｉ
Ｓ
Ｉ
・
0

4
・
0
4
・
0
1
ｌ
ｏ
ー
ー
・
5

1
4
‥
3
0
ー
1
5
‥
3
0

3
・
0
4
・
0
1
ｅ
3
～
1
・
0

0
・
Ｏ
Ｉ
・
0
―
・
Ｏ
Ｓ
Ｉ
・
0

5
・
Ｏ
Ｓ
6
・
0
1
・
1
1
・
1

4
・
0
4
・
0
1
9
Ｏ
～
1
・
5

ｏ
・
0
1
・
0
1
ｉ
ｏ
ー
ー
・
2

4
・
0
5
・
0
1
ｌ
Ｏ
Ｓ
Ｉ
・
4

4
・
0
6
・
0
1
を
Ｏ
ー
ー
・
0

4
・
0
5
・
0
―
ぃ
Ｏ
ー
ー
・
2

4
・
0
６
・
0
―
ｌ
Ｏ
～
―
・
0

時
間

木
幡
公
民
館
前

岡
崖
小
学
校

梅
垣
タ
バ
コ
店
前

明
扁

御
蔵
山
小
学
校

六
地
蔵
公
会
堂
前

万
福
寺
駐
車
場

南
山
ロ
ー
タ
リ
ー

明
星
集
会
所
前

竹
久
商
店
横
広
場

福
角
公
園
前

城
南
荘
児
童
公
園

奥
広
野
入
口

大
久
保
小
学
校

二
丁
目
公
園
前

伊
勢
田
神
社

開
公
民
分
館
前

遊
田
三
角
公
園

駐
車
場
所

保
育
園
上
ル

－
！ー自ーーーー自1

ａ
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大人の豊かな愛情で

就学時の健康診断

11月5日から
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第610号 宇ｉ台ｍｊ欧犬ごより 1982年（昭和57年）ｎ月1日発行（4）

もえないゴミ収集日

程表木幡（熊小路）五ケ庄（雲雀島、谷前、西田、古川、北ノ庄、西河

原、壇ノ東、寺界道、野添、大林、梅林、西11／117浦、新開、平野、折坂、福角、－・二・三番

割．国鉄以西の芝ノ東）菟道（平町）

五ヶ庄（大八木島、上村、岡本、日皆田、一里塚、戸
ノ内、京大宿舎）’菟道（平町を除く全域）218

明星町（全域）’志津川（全域）

宇治（山本、乙方、東内、又振．山田）

宇治（里尻、小桜、宇文字、壱番、妙楽、蓮華、
塔川、善法、東山．下居、琵琶、野神、弐番、’

319池森、米阪、矢落、若森、国鉄以南の天神）白川（全域）

折居台（全域）

小倉町（奥畑）南陵町（全域）

羽拍子町（国道筋を除く全域）

422神明（全域）一宇治（蛇塚、大谷、野神一部）

琵琶台（全域）広．野町（小根尾一部）

開町（国道筋を除く全域）

523広野町（小根尾、大開、尖山、宮谷、中島、丸山）西大久保府営住宅（1～20棟）

広野町（桐生谷、一里山、東裏、寺山、国道筋を除

、く西裏・茶屋裏）824大久保町（北ノ山、山ノ内、南ノロ、大竹、上ノ山、

久保）西大久保府営住宅（21～32棟）

安田町（全域）伊勢田町（名木、浮面、蔭田、中ノ田、中ノ荒、新中

ノ荒、ウトロ、南山）925開町（国道筋）

広野町（成田、新成田、国道筋の西裏・茶屋裏．派出所前から近鉄踏切までの府道筋）

大久保町（田原、旦椋、平盛、井ノ尻、南ノロー郎）

宇治（半白）

1026小倉町（新田島を除く近鉄以東の全域、西山）羽拍子町（国道筋）

．伊勢田町（北山、大谷、若林、井尻、中山、毛語）

小倉町（南浦．山際、京銀前から南京信前までの市道筋以南の西浦）

1127伊勢田町（遊田、砂田）
西大久保府営住宅（33～43棟）・

小倉町（蓮池、堀池、南堀池、京銀前から南只信削

1229までの市道筋以北の西浦）伊勢田町（南遊田）

棋島町（全域）

1330小倉町（近鉄以東の新田島）宇洽（戸ノ内、蔭山国鉄以北の御廟・天神）

木幡（平尾、須留、御蔵山、畑山田・、御園、陣ノ

1512／1内、赤塚、花揃、金草原、北畠．桧尾、北山畑、国鉄以東のＴＦ串・東中）・

六地蔵（全域）木幡（河原、北島、西中、内畑、大瀬戸、西浦、

1612／2中村、南山畑、南山、南端、国鉄以西の正中・東中）

五ヶ庄（広岡谷、国鉄以東の芝ノ東）

し尿収集日

程表

城南・衛生管理組合
八幡市八幡沢ＴＥＬ075－631－517
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白川・志津川・菟道・宇治・神明・広野町・開町・大久保町地域

122．／Ｋ梅尾大開一都忠山一部官東宮西寫北

野神、大谷、弐番（府道以南）、大谷山（権見町）、琵琶、若森（国鉄以南）、矢落（国鉄以耶、224壱番一茄ぐ牢治橋ｉＭり以北宇治警察西側通り以西）

42Ｓ下屠恙港壱番妙楽牢文字里尻（国鉄以南）塔川
52ｆｉ茜奎乙方吏内又振山田紅斎白川金井戸、山本、荒概、田中、大垣内、妙見、志津川

森本（国鉄以東）、段ノ上、藪里．東西隼上り、東中、西中、河原、門前、只川、中筋、627加山谷下妁ｒ国齢以吏）出口（国鉄以東）

17田原、井ノ尻、日椋、平盛、南ノロ

北ノ山、山ノ内、上ノ山、’大竹、余屋畏、久保、南ノロー部．西畏、寺山（国鉄以西）．18告
ｉば葱安固ｍｍ）

寺山、大開一部、宮谷．尖山一部、丸山、一里山（府道以南、市道以東）、中島、19石塚（，ｉ｀、茎去通り以丙）

9．0東専一里山桐牛谷開町石塚（心華寺通り以東）、宮北一部・、

収集もれの場合、連絡を

収集もれの時は必ずマンホール

（収集ロ）力泌確認の上、翌日（日

曜・祝日は次の日）中に城南衛生

管理組合へ連絡してくださ・い。た・

だし、物が置いてあったり、収集ロ

まで行けない場合「し尿収集のお

知らせ」を入れますので、これが

入った時は次回収集日まで収集で

きませんのでご了承ください。

し尿収集の届出を

家族や同居人に増減があったり

転出、転居、浄化椿没置等でし尿収

集関係に異動があったときは、市

役所清掃課へ届出てください。

（城南衛生管理組合）

小倉町・伊勢田町・横島町・宇治・羽拍子町地域

北山Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ団地、中央台、西山（国道以西）、122神楽田（山巾含む）

224戸ノ内矢落（国鉄以北）、若森（国鉄ＰＪ．ｉヒ）、里尻（国鉄以北）、小桜
425東目川西目川南落合（0～3の通りまで）

526南落合ぐ4の通り以降～13の通りまで）
627南浦（100～11084～9830～33）大原団地、山際一部
829南浦西浦一部、神楽田－部（近鉄以西）

Ｏ山際ヽ半白ヽ薗場（大川原線以北）ヽ大幡ヽ北内ヽ門口ヽ幡貫ヽ93ｍ石橋ぐ大川原線以東）

1012／1老ノ太久保西山（国道以東）渾池

東山、天王、寺内一部、蔭山、吹前、中川原（大川原線以東）、1112／2十―ぐ大川厦跡以吏国道以斑丿十六（国道ｉ東）十八（国道以東）

12ｌＪｉ／Ｓ去内丙浦
13南坦油に
15南坦湘ｒ大和田巾”）ｍ油

南遊田、遊田、砂田、南山、ウトロ、毛語一部、中ノ宛、升尻、16中ノ田烹太浮面安田町令域

中山（近鉄以東）、大谷．西畑、中畑、春日森、－ノ坪、局限』、17大町大川原；巾川原ぐ大川原線以西丿石ｍ（大川原線以西）

ＩＲ巾【」｜ぐ折詮以丙丿浜語若林
19羽拍子町

20蛇塚、弐番（府道以北）池森、米阪
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相談ごあんない

交通事故巡回相談所

社会福祉協議会の相談（●印）

1
1
月
分

市役所清掃課ＴＥＬ223141番


	page1
	page2
	page3
	page4

